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管理運営の基本的な考え方

令和４年２月に策定した「小樽市総合体育館長寿命化計画」で示した、新小樽市
総合体育館の管理運営に関する考え方を基本とした❶～❸に加え、利用促進を
目的とし、❹を新たに加えます。

➊再生可能エネルギーの導入

太陽光などの再生可能エネルギーは、燃料がかからず、資源が枯渇する心配も
ありません。そのため、エネルギー自給率向上に貢献することができるなどの利点
があります。導入に当たっては、コストとエネルギー供給量との比較検討を行った
上で、地域特性にった各種再生可能エネルギーの利用を検討します。

➋予防保全型維持管理

ランニングコストの縮減を図るとともに、改築中心の対処療法型管理手法ではな
く、予防保全型管理手法を基本とすることで、施設の安全性と機能性を確保しつつ
長寿命化を図り、中長期的に見た財政負担の抑制と平準化を目指します。
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➌民間ノウハウの効果的活用の検討

公共施設等の建設、維持管理、運営等を民間の資金、ノウハウ及び技術力を活
用して行うＰＦＩ手法は、事業コストの削減や、より質の高い公共サービスの提供に
つながることから、主要財源と事業スケジュールへの影響、地元企業の参画のし
やすさや市の意向の反映しやすさなどの観点から検討を行います。

➍魅力あるコンテンツによる運営の安定化

子どもから高齢者まで、広くスポーツや健康づくりに親しむことができるよう、利用
者ニーズの把握に努めるとともに、時代の変化を的確に捉え、魅力ある健康プロ
グラムやイベントを企画します。また、こうしたコンテンツの充実により、施設の活
性化を図り、運営の安定化を図ります。


